
た
は
郵
送
に
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

住
所
地
特
例
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書（
原
本
）ま
た
は

学
生
証（
学
生
証
は
コ
ピ
ー
可
）

・
今
ま
で
の
国
保
被
保
険
者
証

・
認
め
印

学
生
用
被
保
険
者
証
の
返
還
に
つ
い
て

　
卒
業
な
ど
に
よ
り
学
生
で
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、手
続
き
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係

（
31
）２
５
１
２

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
学
生
が
親
元
を
離
れ
、町
外
に

転
出
し
た（
住
民
票
を
移
し
た
）

場
合
に
は
、住
所
地
特
例
の
届
け

出
に
よ
り
、町
の
被
保
険
者
証
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
、転
出
先
の

市
町
村
で
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
場
合
、学
生

本
人
に
国
保
料（
税
）の
支
払
い

が
発
生
し
ま
す
。ま
た
、必
要
な
手

続
き
を
し
な
い
と
無
保
険
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

転
出
後
、保
健
福
祉
課
国
保
年

金
係（
役
場
１
階
７
番
窓
口
）、ま

り
を
依
頼
し
、
生
産
者
が
支
払
う

べ
き
刈
取
料
金
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

◎
補
助
金
額

　
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
の
刈

取
料
金
の
う
ち
、３
千
円
を
町
が

補
助
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み

　
９
月
上
旬
に
、
前
年
度
そ
ば
生

産
実
績
の
あ
る
方
を
対
象
に
申
込

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
補
助
を

希
望
す
る
方
は
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
新
た
に
刈
取
り
を
希
望
す

る
方
は
、
産
業
経
済
課
農
政
係
に

あ
る
申
込
書
に
よ
り
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

そ
ば
生
産
者
補
助
金
交
付
事
業

　
そ
ば
生
産
者
が
町
で
認
め
た
事

業
所
に
出
荷
し
た
場
合
、
玄
そ
ば

の
出
荷
量
に
応
じ
、
販
売
価
格
１

㎏
当
た
り
に
補
助
金
を
上
乗
せ
す

る
事
業
で
す
。

◎
対
象
者

　
自
ら
が
町
内
の
農
地
で
生
産
し

た
玄
そ
ば
を
出
荷
し
た
町
内
の
農

業
者
の
方

◎
補
助
金
額

　
玄
そ
ば
販
売
量
１
㎏
当
た
り

２
０
０
円
以
内（
補
助
金
額
は
、

そ
の
年
の
総
出
荷
量
に
よ
り
変
動

し
ま
す
）

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
経
済
課
農
政
係

（
32
）３
１
１
３

　
町
で
は
、
農
業
振
興
施
策
の
一

環
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

な
ど
を
図
る
た
め
、
そ
ば
生
産
者

に
対
す
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ば
種
子
無
料
頒
布
事
業

　
町
内
の
農
地
で
そ
ば
を
生
産
す

る
方
を
対
象
に
、
種
子
を
無
償
で

頒
布
し
ま
す
。

◎
対
象
者

　
町
内
耕
作
者

※
平
成
30
年
度
以
降
に
無
料
頒
布

を
受
け
た
方
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３
年
間
は
、
自
己
収
穫
種
子
を

蒔
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
種
子
の
品
種

　
し
な
の
１
号

◎
頒
布
量

　
10
ア
ー
ル
当
た
り
６
㎏

◎
頒
布
時
期

　
７
月
中
旬

◎
申
し
込
み

　
申
込
書
は
、
産
業
経
済
課
農
政

係
に
あ
り
ま
す
の
で
、５
月
28
日

（
金
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◎
そ
の
他

　

頒
布
し
た
種
子
を
播
種
し
な

か
っ
た
場
合
な
ど
は
、
返
却
ま
た

は
相
当
額
の
返
還
を
請
求
し
ま
す
。

そ
ば
の
刈
取
事
業

　
御
代
田
町
農
業
機
械
維
持
管
理

業
務・
運
営
業
務
委
託
契
約
を
締

結
し
て
い
る
団
体
に
そ
ば
の
刈
取

米
農
家
の
皆
さ
ま
へ

雑
草
イ
ネ（
赤
米
）対
策
を
万
全
に

進
学
す
る
学
生
の
皆
さ
ま
へ 
国
民
健
康
保
険
住
所
地
特
例
の
ご
案
内

～
手
続
き
を
し
な
い
と
無
保
険
に
な
る
こ
と
も
～

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

～
20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ま
へ
～

　

昨
年
町
内
の
水
田
は
、雑
草
イ

ネ
が
多
く
発
生
し
、米
の
等
級
低

下
や
収
量
低
下
な
ど
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
。作
付
す
る
水
田
で
雑

草
イ
ネ
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

も
万
全
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
雑
草
イ
ネ
の
特
徴

・
栽
培
し
て
い
る
イ
ネ
よ
り
も
出

穂
が
約
１
週
間
早
く
丈
が
高
い
。

・一部
の
も
ち
米
の
よ
う
に
籾
の
先

が
赤
く
、籾
が
ら
を
取
る
と
赤
い
。

・
籾
が
落
ち
や
す
く
、ほ
場
に
落

ち
て
発
生
源
に
な
る
。

●
今
年
の
防
除
対
策

・
有
効
成
分
の
入
っ
た
除
草
剤
を
３

回（
初
期
剤
、初
中
期
剤
、中
期
剤

を
７
～
10
日
間
隔
で
）散
布
す
る
。

・
耕
起
な
ど
の
機
械
作
業
は
、未

発
生
ほ
場
か
ら
実
施
す
る
。

・
浅
水
で
の
代
掻
き
に
よ
り
発
生

初
期
の
す
き
込
み
効
果
を
狙
う
。

・
遅
植
え
で
、代
掻
き
ま
で
に
雑

草
イ
ネ
を
で
き
る
だ
け
伸
ば
す
。

・
畝
間
、株
間
の
抜
き
取
り
を
、出

穂
２
週
間
後
ま
で
に
実
施
す
る
。

・
地
表
面
の
種
子
を
低
温
に
よ
り

死
滅
さ
せ
る
こ
と
や
鳥
が
食
べ
て

く
れ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
た

め
、収
穫
後
に
田
を
起
こ
さ
な
い
。

※
雑
草
イ
ネ
の
種
子
は
、３
年
程

度
生
存
し
ま
す
の
で
、複
数
年
の

防
除
対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
経
済
課
農
政
係

（
32
）３
１
１
３

― 

耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
に 

―

そ
ば
生
産
者
対
象
の
補
助
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

※
①
～
④
の
全
て
を
満
た
す
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
、
御
代
田
町
に
住
民
登
録

が
な
い
方
で
、
移
住
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
は
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
空
き
家

①
御
代
田
町
内
の
一
戸
建
て
の
家

屋
で
、
申
請
時
点
で
１
年
以
上

使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
常

用
す
る
も
の

②
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
耐
震
基

準
の
ほ
か
、
法
令
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
も
の

補
助
額

　
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１

　
上
限
20
万
円

申
込
方
法

　
申
込
用
紙
は
建
設
水
道
課
都
市

計
画
係（
役
場
２
階
10
番
窓
口
）

に
用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
活

用
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

（
32
）３
１
２
９

　
国
や
県
の
予
算
を
確
保
す
る
都

合
上
、
工
事
開
始
時
期
等
ご
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

（
32
）３
１
２
９ 

　
空
き
家
の
有
効
活
用
を
促
進
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
空
き
家
改
修
に
対
す
る
補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
受
付
を
開
始

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

① 

空
き
家
を
居
住
の
目
的
で
改

修
す
る
工
事

② 

①
の
工
事
に
伴
う
、
家
財
道

具
等
の
処
分
お
よ
び
移
転

※
申
請
前
に
着
手
し
た
工
事
等
は

補
助
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
令

和
４
年
２
月
末
ま
で
に
事
業
が

完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

① 

空
き
家
を
所
有
す
る
個
人
ま

た
は
空
き
家
を
購
入
す
る
か

賃
借
し
よ
う
と
す
る
個
人
で
、

御
代
田
町
に
住
民
登
録
し
、

自
ら
５
年
以
上
居
住
し
よ
う

と
す
る
方

② 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方（
同

一
世
帯
全
員
）

③ 

原
則
と
し
て
、
本
補
助
金
も

し
く
は
、
類
似
の
制
度
に
よ

る
補
助
、
扶
助
を
受
け
て
い

な
い
方

④ 

申
請
者
、
申
請
者
と
現
に
同

居
し
、
も
し
く
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
方
が
暴
力
団
員
で

な
い
方

　
国
、
県
お
よ
び
町
で
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
、
大
規
模
な
地
震
に

備
え
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
耐
震
改
修
工
事
を
ご
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ま
ず
は
耐
震
診
断

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
受
付
を
開
始

し
ま
す
。

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
項
目
全
て
を
満
た
す
も
の

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
工
事
に
着
手
し
た
住
宅

○
一
戸
建
て
住
宅

○
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

耐
震
診
断
料　

　
無　
料

耐
震
改
修
工
事
の
補
助
制
度

　
令
和
２
年
度
ま
で
に
実
施
し
た

耐
震
診
断
の
結
果
に
よ
り
、
耐
震

改
修
工
事
ま
た
は
建
替
え
を
行
う

場
合
は
、
工
事
費
の
２
分
の
１
で

限
度
額
１
０
０
万
円
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

申
込
方
法

　
申
込
用
紙
は
建
設
水
道
課
都
市

計
画
係（
役
場
２
階
10
番
窓
口
）

に
用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
24
年
か
ら
保
育

園
お
よ
び
小
中
学
校
で
使
用
す
る

給
食
の
食
材
に
つ
い
て
、
県
の
検

査
に
よ
る
放
射
性
物
質
検
査
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

8
年
間
に
わ
た
る
検
査
に
お
い
て
、

基
準
値
を
超
え
た
検
体
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
安
全
な
食
材

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
給
食
で
使
用
す
る
食
材
は
、
国

の
検
査
に
お
い
て
基
準
を
満
た
す

一
般
に
流
通
し
て
い
る
食
材
を
使

用
し
、
出
荷
制
限
指
定
の
あ
る
農

畜
産
物
は
、
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
国
に
お
い
て
は
、
放
射

性
物
質
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
示
し
て
検
査
を
継
続
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度

以
降
、
町
の
放
射
性
物
質
検
査
を

廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
な
給
食

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
こ
ど
も
係（32

）３
１
１
４

　
教
育
委
員
会
学
校
給
食
係 

（
41
）０
２
３
７

空
家
改
修
等
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

「
木
造
住
宅
」耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
の
補
助
制
度
の
ご
紹
介

給
食
食
材
の
放
射
性
物
質

検
査
を
廃
止

引
き
続
き
国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
を
ご
利
用
の
方
へ

　

令
和
２
年
度
に
保
険
料
納
付
の

猶
予
を
受
け
て
い
る
方
で
、令
和

３
年
度
も
引
き
続
き
同
一
校
に
在

学
予
定
の
方
は
、３
月
末
に
基
礎

年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た
学
生

納
付
特
例
申
請
書
が
届
き
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
の
添
付
は
不
要
）。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
小
諸
年
金
事
務
所（

22
）１
０
８
０

　
保
健
福
祉
課
国
保
年
金
係

（
31
）２
５
１
２

　

国
民
年
金
に
は
、20
歳
以
上
の

全
て
の
方
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、学
生
の
方
は一般
的
に

所
得
が
低
い
た
め
、本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、高
等
学
校
、高
等
専

門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
）に
在
学
す
る
学
生
で
す
。

　
申
請
書
は
保
健
福
祉
課
国
保
年

金
係（
役
場
１
階
７
番
窓
口
）の
ほ

か
小
諸
年
金
事
務
所
に
も
あ
り
ま

す
。
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